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１．災害対応における
リモセン衛星データの活用の流れ
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出典：国土交通省水管理・国土保全局 災害時の人工衛星活用ガイドブック 水害版・浸水編 （R5.9）
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出典：国土交通省水管理・国土保全局 災害時の人工衛星活用ガイドブック 水害版・浸水編 （R5.9） 4



出典：衛星リモートセンシングデータ利用タスクフォース 第３回大臣会合（R66.3.26） 国土交通省資料より抜粋 5



出典：衛星リモートセンシングデータ利用タスクフォース 第３回大臣会合（R66.3.26） 国土交通省資料より抜粋 6



２．官民衛星を統合的に運用する場合の
タスキングシステムの開発状況について
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出典：衛星リモートセンシングデータ利用タスクフォース 第３回大臣会合（R66.3.26） 内閣府資料より抜粋 8



9出典：衛星リモートセンシングデータ利用タスクフォース 第３回大臣会合（R66.3.26） 内閣府資料より抜粋 9



10出典：防災科学研究所 作成資料
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「日本版災害チャータ」事務局について

 「日本版災害チャータ」は、災害発生時、日本および海外が運用する地球観測衛星で被災エリアを迅速に
観測し、災害対応機関や指定公共機関、自治体、民間事業者等のユーザーの要請に応じた解析データ
を速やかに提供することを見据えた枠組みである。

出典：令和7年5月22日 国立研究開発法人防災科学技術研究所、富士通株式会社、衛星データサービス企画株式会社、三菱電機株式会社
プレスリリース資料より一部抜粋 11
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「日本版災害チャータ」事務局について

 「衛星ワンストップシステム」を運用する「日本版災害チャータ」事務局は、国立研究開発法人防災科
学研究所、富士通株式会社、衛星データサービス企画株式会社（SDS）、三菱電機株式会社の
共同研究として実施されている。

令和7年5月22日
国立研究開発法人防災科学技術研究所、富士通株式会社、衛星データサービス企画株式会社、三菱電機株式会社 プレスリリースより 12



13
出典：内閣府防災 令和７年度 事前防災対策総合推進費 採択事業の概要（令和7年8月28日現在）
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３．災害対応における
官民衛星の統合活用の事例
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（令和6年度）

出典：防災科学研究所 作成資料 1515



 令和6年9月能登半島豪雨の際、JAXA「だいち２号」の広範囲観測による豪雨前後の比較から、斜面崩壊等
の可能性がある箇所を抽出し、広大な能登半島で防災ヘリ調査箇所を絞り込み、迅速な状況把握に役立てた。

 あわせて「民間SAR衛星」の高分解能観測により河道閉塞（土砂ダム）（1月の能登半島地震で発生）が豪
雨後に大規模に変化しているかの状況把握を行い、下流への土砂災害リスク等の把握に役立てた。

 民間衛星群を効果的に運用するため、複数の衛星に一度に撮像指令を出せる「衛星ワンストップシステム」
（防災科研、衛星データサービス企画、三菱電機、富士通 等）などのタスキングシステムが活用された。
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JAXA「だいち２号」による広域観測
( 9月22日（日）)

衛星観測範囲

輪島市

珠洲市

能登町

JAXA「だいち２号」

©JAXA

土砂でせき止められ
水がたまった部分

Original ©Synspective ALL RIGHTS Reserved

1月の地震で
崩れた土砂

民間SAR衛星（Synspective等）画
像から、大雨の前後で現場での大規模な
変化の有無を推定（9月22日）
→ ヘリ調査による確認（9月23日）

雨による土砂移動と推定
（9月22日）

→ 航空機・ヘリ調査による確認
（9月23日）

河道閉塞
（土砂ダム）

SAR衛星
合成開口レーダー（Synthesis Aperture Rader）
を用いて電磁波（マイクロ波）を地表に向け照射し、
反射波を受信し、地表の状態を解析できる衛星。

Synspective「StriX衛星」
©Synspective Inc.

JAXA「だいち２号」
©JAXA

衛星ワンストップシステムで
複数の民間衛星を同時に活用

令和６年 能登半島豪雨における官民衛星統合運用の事例

出典：宇宙政策委員会 第119回会合（R7.9.16） 参考資料１ 宇宙政策の最近の動向 に一部追記 16



令和7年8月 熊本県での豪雨における官民衛星観測状況
8月11日（月）の観測エリア概況

③ALOS-2（U2-7）
12:18頃観測（参考）

①QPS-SAR-7
10:18頃観測

②Capella-13
10:43頃観測

④Capella-17
13:18頃観測
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⑤StriX-3
15:47頃観測
(アーカイブ画像があるため、枠内
破線の範囲で変化検出を実施)

⑥QPS-SAR-8
22:29頃観測

出典：日本版災害チャータ事務局作成資料 17
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令和7年8月 熊本県での豪雨における官民衛星観測状況
8月11日（月） QPS研究所による高頻度観測

出典：日本版災害チャータ事務局作成資料 18



４．大規模広域災害を想定した
官民衛星統合運用訓練「防災ドリル」について
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出典：宇宙開発利用部会（第94回）（R7.2.5）資料「衛星地球観測の官民連携による災害対応訓練（防災ドリル）の結果報告」
より抜粋
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出典：宇宙開発利用部会（第94回）（R7.2.5）資料「衛星地球観測の官民連携による災害対応訓練（防災ドリル）の結果報告」
より抜粋
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出典：宇宙開発利用部会（第94回）（R7.2.5）資料「衛星地球観測の官民連携による災害対応訓練（防災ドリル）の結果報告」
より抜粋

22



出典：宇宙開発利用部会（第94回）（R7.2.5）資料「衛星地球観測の官民連携による災害対応訓練（防災ドリル）の結果報告」
より抜粋

2323



宇宙開発戦略推進事務局
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